
金
滞
古
蹟
志
巻
九

八
月
十
一
日
、
宰
相
公
江
戸
よ
り
勝
国
.
直
に
蓮
池
御
屋
敷
へ
被

v

第
ν
入
、
飢
人
共
御
教
方
段
々
御
食
議
有
v
之
。
同
十
六
日
算
用
場
奉
行

和
問
小
右
衛
門
・
小
寺
平
左
衛
門
役
儀
被
a
指
除
一
閉
門
被
a
仰
付
刊
と

あ
り
。
三
州
志
楽
園
概
覧
附
録
・
に
云
ふ
。
元
総
九
年
三
州
飢
餓
.
此

の
年
丸
月
公
蹄
藩
の
道
、
越
中
境
よ
り
之
を
裁
は
せ
ら
れ
.
困
民
に

衣
米
を
賜
は
る
。
此
の
時
二
，
丸
港
管
中
な
る
ゆ
ゑ
に
‘
直
に
蓮
池
亭

へ
婚
駕
、
放
服
の
ま
L
K
て
前
岡
駿
河
守
を
召
し
、
救
荒
の
延
滞
を

骨
め
さ
せ
ら
れ
‘
司
農
官
和
問
小
布
街
門
・
小
寺
平
左
衛
門
に
閉
門

を
命
ぜ
ら
る
。
但
し
和
問
・
小
寺
.
貨
は
共
の
役
失
に
非
ざ
る
を
以
て

か
‘
閉
門
中
た
り
と
い
へ

E
も
‘
内
命
を
以
て
金
銀
を
各
‘
知
行
納
米

の
賞
り
分
ほ
ど
賜
は
り
し
と
云
ふ
。
按
守
る
に
‘
是
よ
り
さ
き
寛
文

丸
年
、
日
本
蜜
〈
飢
僅
な
り
。
寛
文
辛
亥
臨
月
洛
下
鹿
韓
向
井
元
升

以
踊
庖
厨
本
草
，
序
に
一
宮
ふ
。
金
津
菅
原
君
梅
線
承
昌
鴻
業
吋
長
而
信
昌

聖
人
之
道
プ
其
心
事
在
v
刷
=
大
樹
仁
民
之
恵
-
無
v
宕
，
可
v
調
敬
忠
而
仁

也
“
去
歳
庚
成
之
夏
五
月
至
v
自
a
武
都
吋
未
v
下
v
駕
.
令
v
救
昌
飢
念
刊
一
既

プ
駕

d

大
行
=
阪
一
慎
二
宅
医
終
踊
a
共
美
吋
・
衆
臣
歎
趣
a
共
事
プ
加
越
能
三

州
之
窮
民
，
刻
み
朝
晩
a
洪
水
-
解
一
副
倒
懸
~
共
施
亦
博
尖
.
と
‘
今
此
の
序

文
を
髄
罰
し
て
、
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
仁
政
を
以
て
‘
三
州
の
飢
民

深
〈
そ
の
惨
放
を
感
ま
る
h

の
徐
り
、
翌
年
盟
熱
の
候
ま
で
此
蕗
に

起
居
せ
ら
れ
た
り
。
貨
暦
丸
年
の
火
災
陀
躍
り
焼
失
す
。
共
の
後
四

亭
を
建
つ
。
固
く
滋
見
亭
、
今
の
夕
顔
亭
獄
。
日
く
高
之
亭
、
日
く

内
橋
.
亭
‘
臼
〈
舟
亭
と
云
ふ
。
正
二
位
公
務
持
泰
卿
は
、
松
雲
公

の
事
蹟
を
欽
慕
し
、
高
之
亭
に
至
る
毎
に
、
必
宇
床
に
於
て
鮪
奔
し
、

叉
脊
股
石
よ
り
必
宇
草
履
を
は
き
て
昇
降
し
、
特
に
此
の
亭
を
敬
せ

ら
れ
た
り
と
云
ふ
。
維
新
後
故
あ
り
て
同
亭
を
鹿
す
。
此
の
鹿
共
の

遺
地
た
り
と
。
平
戎
按
A
Y
る
に
‘
持
泰
卿
の
高
之
亭
を
崇
敬
し
給
ふ

も
、
別
殿
の
遣
社
た
る
故
た
る
べ
し
。

。
蓮
池
事
饗
宴

葛
港
昌
興
自
記
に

-R
ふ
。
延
貧
六
年
十
二
月
二
日
e

於
a
蓮
池
御
館
↓

本
多
安
易
政
長
・
横
山
左
衛
門
忠
知
・
前
同
封
馬
孝
貞
・
奥
村
悶
幡
府

磁
・
同
伊
柏
原
柴
倫
賜
a
御
蜜
口
切
之
茶
刊
一
於
昌
御
座
敷
-
御
饗
膳
，
表
小
終

中
陪
勝
。
鯵
而
自
=
御
座
敷
ニ
町
許
隔
御
泉
水
際
之
於
昌
御
数
寄
屋
-
御

茶
伊
之
.
中
将
家
御
手
自
被
v
賦
v
之
.
多
賀
直
方
・
生
駒
直
政
・
葛
巻
高

俊
・
菊
池
知
辰
・
恩
従
本
多
政
長
以
下
.
於
=
御
数
寄
屋
-
御
茶
被
v
下
a

退

問
後
.
臭
村
兵
部
・
横
山
志
摩
於
昌
御
勝
手
-
被
v
下
v
之
，
偲
於
a
御
数
寄
屋
-

被
v
鈷
v
之
.
以
昌
多
賀
直
方
-
被
i

下
v
之
.
震
而
於
=
御
数
寄
屋
-
可
v
被
v
下
v
之、

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

を
教
ひ
給
ふ
事
の
早
く
世
に
搭
然
た
る
を
知
る
べ
し
。
叉
宮
岡
景
周

の
蓮
池
考
に
も
‘
元
総
九
年
八
月
十
一
日
松
雲
公
江
戸
よ
り
御
蹄
務

之
筒
、
直
に
蓮
池
御
殿
へ
渚
駕
被
v
成
、
年
寄
中
と
御
商
識
あ
り

τ.

同
十
七
日
倉
鹿
を
蜜
く
閥
か
せ
ら
れ
‘
窮
民
を
賑
給
し
給
へ
り
。
此

の
事
の

E
細
は
.
年
表
等
に
載
せ
た
り
。
此
の
時
此
の
御
殿
へ
滞
駕

あ
る
は
‘
一
冗
緑
七
年
六
月
よ
り
二
，
丸
に
御
遊
管
あ
る
を
以
て
た
り
。

此
の
港
管
大
た
る
事
に
て
、
同
年
に
こ
，
丸
へ
御
移
徒
た
り
。
按
・
宇

る
に
、
間
延
迄
は
今
事
校
の
地
に
横
山
山
城
・
奥
村
河
内
・
横
山
右
近
の

三
屋
敷
あ
り
。
此
の
屋
敷
共
‘
今
年
御
所
望
轄
地
仰
せ
付
け
ら
る
L

は
、
蓮
池
御
殿
の
御
用
と
察
せ
ら
る
。
同
十
年
五
月
三
目
、
此
の
亭
に

て
射
手
十
九
人
の
的
矢
御
覧
あ
り
云
々
。
と
あ
り
。
叉
今
公
閣
内
元

蓮
池
の
地
な
る
湧
騰
水
の
溢
に
.
高
之
亭
の
遺
蹟
あ
り
。
此
の
地
印
ち

往
昔
網
紀
卿
の
別
殿
あ
り
し
遺
祉
な
り
と
い
ふ
。
高
之
亭
時
憾
に
一
民

ふ
。
蓮
池
の
別
殿
は
、
賞
時
蓮
池
の
上
御
殿
、
或
は
蓮
池
の
御
屋
敷
.

又
は
別
の
御
殿
な
ど
L

唱
へ
た
り
。
元
秘
丸
年
八
月
、
松
鐸
公
江
戸

参
勤
蹄
閣
の
途
次
、
越
中
境
よ
り
村
騨
毎
に
餓
民
を
救
他
し
、
衣
類

を
賜
ふ
。
同
月
十
一
日
金
津
ヘ
着
し
、
直
に
蓮
池
の
別
般
に
入
り
、

軍
臣
奉
行
等
の
怠
慢
を
資
問
鹿
挫
し
、
更
に
飢
民
を
救
他
あ
り
て
、

今
般
者
於
昌
御
一
勝
手
一
被
v
下
v
之
由
御
意
有
v
之
e

直
方
演
昌
越
之
吋
且
叉
藤

岡
平
兵
衛
安
勝
・
永
井
停
七
郎
正
良
・
稲
垣
三
郎
兵
衛
連
居
。
邸
此
三

笠
茂
右
横
山
・
奥
村
被
v

下
御
茶
賜
ν
之
欺
.
今
日
永
井
僻
七
郎
・
稲
垣
三

郎
兵
衛
御
振
廻
之
事
e

賢
治
則
日
-
奉
v
之
@
邸
永
井
停
七
郎
所
々
一
案
内
"

本
多
以
下
五
人
同
道
也
a

何
茂
ふ
く
さ
小
袖
上
下
也
と
。
按
宇
る
に

右
は
‘
延
貸
四
年
の
秋
‘
此
の
地
に
座
敷
港
管
を
命
ぜ
ら
れ
‘
初
め

て
執
政
・
園
老
以
下
の
人
々
を
召
さ
れ
饗
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
。

此
の
後
貞
享
三
年
八
月
十
五
日
、
執
政
・
園
老
の
人
々
を
蓮
池
本
へ

召
さ
れ
、
手
自
ら
鹿
野
に
獲
給
ふ
鴻
を
調
味
命
ぜ
ら
る
帯
、
年
表
に

見
ゆ
。
叉
夫
れ
よ
り
遁
に
後
‘
質
勝
五
年
五
月
六
日
幕
府
の
回
目
付

松
平
額
母
・
大
河
内
普
兵
衛
披
中
巡
見
.
二
，
丸
に
於
て
饗
廠
方
可
v

有
ν
之
筈
之
慮
.
僻
退
に
付
蓮
池
亭
に
於

τ、
湯
演
の
趣
に
て
こ
汁
五

茶
の
料
理
に
て
饗
臨
‘
本
丸
三
階
櫓
に
て
菓
子
被

vmv之
と
、
加
藤
惟

寅
の
蘭
山
私
記
に
載
せ
た
り
。
倫
此
外
に
も
蓮
池
ヰ
に
て
饗
廊
方
等

あ
り
し
か
ど
‘
今
見
嘗
り
た
る
事
の
み
m
誌
に
載
す
。

。
蓮
池
亭
遊
興

温
故
遺
文
民
云
ふ
。
延
寅
八
年
二
月
廿
八
日
.
御
庭
に
出
で
.
馬
場

の
御
亭
に
が
、
て
.




